
論文（３） 虫垂炎
自分が経験した患者さんの

データをいかにまとめるか！

急性虫垂炎は、急性腹症の中で２番目に多
く遭遇します。

地域診療所でまた病院で当直をしていて、
すぐ手術したほうがいいのか？待てるのか？
判断が極めて重要です。

丁寧に患者さんを診続けることこそ、顔の見
える地域医療であり、教科書以上の勉強にな
ります。



急性虫垂炎～保存的？手術？～

『急性虫垂炎の抗生剤治療』についてです。虫垂炎を
切らずにみることができるかどうかは医師であれば誰で
も興味のあるお話だと思います。2012年にBMJに掲載

された論文のインパクトが強く『最近は抗生剤で虫垂炎
は経過がみることができるらしい』という結論だけが一人
歩きしているような印象を受けますが、本当に手術しな
いで経過をみていいのでしょうか？

虫垂炎でも抗生剤で経過をみることができるケースがあ
るというのはこれまで経験的に知られていましたが、実
際のところどうなんだろう？という疑問をstudyしたもの
がBMJに掲載されたものです。

救急医の挑戦 in 宮崎

宮崎県という縁もゆかりもない土地で、一人の救急医が地
域医療を変えようと奮闘する日々を綴ったブログ

(インターネットより)

http://ameblo.jp/bfgkh628/
http://ameblo.jp/bfgkh628/


(Varadhan KK, et al. BMJ 2012)



(Vons C, et al. Lancet 2011)



小林英司:急性虫垂炎の重症度と白血球上
昇ｰ特に術前経口抗生剤の影響について. 
地域医学 5(1): 19, 1984.



本症例は、「外科診療」で報告しました。

「虫垂結石は穿孔しやすい」
「すごくいっぱいの‘虫垂結石’だなー」
「いつからこんなに溜まったんだろう？」
「あ！過去にXpがあるに違いない」
と思いつき、レントゲンを探してみました。





当日の立位Xp



切除虫垂所見



過去、腰椎圧迫骨折で入院中のXP



本症例は、「消化器科」に報告しました。

地域病院にいて「答えを知る」ことができるのは外
科医の冥利です。しかし、その情報の多くは一緒に
働く内科医だけなく緊急時に病院に出てきてくれて
レントゲンをとてくれたり、血液検査をしてくれたス
タッフがいて成り立ちます。



「消化器科」には、下記の症例を報告しました。

１．虫垂粘液嚢腫 ７１歳 女性

２．体網炎症性腫瘤の石灰化 ３４歳 女性

３．卵巣奇形腫破裂 ３９歳 女性

４．急性虫垂炎併発尿管結石 ３７歳 男性



７１歳 女性 虫垂粘液嚢腫



術中所見



３９歳 女性 卵巣奇形腫破裂



切除所見



（日臨外会誌 ７７、１７０５ー９，２０１６）



（日臨外会誌 ７７、１７０５ー９，２０１６）

医学中央雑誌にて「low-grade appendiceal 
mucinous neoplasm」をキーワードに１９７７年

から２０１５年１２月まで検索すると（会議録は
除く）、本症例を含め１３例のLAMNの報告が
認められた。

私の報告した症例はありません。医学中央雑誌の
キーワードに入るように症例報告を投稿しましょう。
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